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1 は じめに

平成20年 6月の 「博物館法」の改正により、運営の状況に関する評価等として、
「博物館は、運営の状況に関する評価を行うとともに、その結果に基づき博物館の運

営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない」とされました。

また、これに先駆けて平成15年 には、博物館の設置及び運営に関する基準におい

て博物館は、事業の水準の向上を図り、博物館の目的を達成するため、各年度の事業

の状況について、協議会等の協力を得つつ自ら点検を行い、その結果を地域住民等関

係者に対して公表するよう努めるとされてきたところです。

これらを受け、郷土資料館では、平成21年 3月 31日 に、「日野市郷土資料館の

運営状況の評価実施要綱」を制定し、平成21年 度から郷土資料館の運営状況に関す

る評価を実施しています。本年度は第7回 目の事業評価となります。

2 評 価の目的

この評価は、郷土資料館の運営の状況に関する情報を積極的に提供することにより、

市民・利用者や関係者との相互理解を深めるとともに、連携及び協力の推進に資する

ため、そして、効果的で市民 ・利用者に信頼される郷土資料館事業を推進することを

目的に行います。この目的遂行のため、郷土資料館は毎年1回、運営状況について事

業評価を行い、その評価に関する報告書を毎年作成し、教育委員会に提出するととも

に、市民の皆様に公表することとしています。

さらに、評価結果に基づき、郷土資料館の運営の改善を図るために必要な措置を講

ずるよう努めていきます。

3 組 織 と概要

郷土資料館は、平成17年 4月 1日に、日野市ふるさと博物館から名称を日野市郷

土資料館と変え 「七生丘陵」という新しいフィールドを得て、行動する郷土資料館と

して新たに生まれ変わり、市内の文化財の収集保管及び展示を行うとともに、市民の

教養、学術及び文化の向上を図ることを目的に、事業を展開してきました。

(1)組 織・職員

① 組   織 : 1館 1係 (資料館係)

② 職   員 : 5人 (館長1、係長1、主任1(学 芸員)、用務主事1)

③ 再任用職員 1人

④ 嘱託職員 : 3人 (学芸員2)

⑤ 臨時職員 : 1人 (学芸員)



(2)主 な業務

① 歴 史、民俗、自然等の資料の収集、保管及び展示

② 資 料の調査研究

③ 普 及広報活動

④ 学 校教育や市民による自主的学習活動への支援 ・連携

4 評 価 の対象

評価の対象は、平成 26年 度の教育委員会の活動及び 「日野市教育委員会の教育目

標 ・基本方針 ・主要な推進施策」主要な事業、行政評価対象事業とし、次の10事 業

について評価を行うこととしました。

陀 1 歴 史 ・民俗 。自然資料の収集 ・保管方法等の整備事業

m2 学 校教育との連携事業

陥3 企 画展開催事業

陥4 特 別展 「絵図から地図へ～字限図で見る明治の日野」開催事業

陀5 古 文書調査 ・整理等事業

陥6 幻 の真慈悲寺調査事業

陥7 学 校教育連携事業

陥8 七 生丘陵の自然と歴史調査事業

陥9 体 験講座 ・学習会事業

陥10 郷土資料館の広報活動および情報発信事業

評価の実施方法

評価を行うにあたっては、活動実績及び次年度以降の取組みを郷土資料館協議会

に報告し、事業の取組み及び問題・課題点をあげ総括し、自己評価を行うとともに、

協議会委員皆様の意見等を取りまとめ事業に対する評価としました。10件対象事業

のほか、全体にかかわる委員の意見を追加しました。

評価の結果

平成26年度の郷土資料館の評価の総括としては次の通りです。
「民俗収蔵展示室の整備」において、部屋が明るく、展示が見やすくなり、車い

すでの見学もしやすくなり、見学者にやさしい展示室となりました。「企画展開催事

業」において、学校や高幡不動駅コンコース等の各種出張展示は、準備等で手間が

かかる事業ですが、郷土資料館のアクセスの不便さを考える時、たいへん意義のあ

る取り組みであり、さらなる推進をお願いしたいとの指摘でした。特別展 「絵図か

ら地図へ～宇限図で見る明治の日野」開催について、貴重な行政資料の公開展示と

講演会 ・絵図によるまち歩きがセットされた企画で非常に理解が進んだと評価され

ました。「幻の真慈悲寺調査」において、市民との協働で調査 ・研究を進展させ、そ



の成果は郷土史を物語るに十分な成果を収め、注目度及び集客力の大きさが評価さ

れました。以上、郷土資料館の日頃の文化財収集 ・保管等の活動及び調査 ・研究等

の成果を展示 ・講座 ・見学会などにより教育普及活動を行ない、それらの事業を市

民とともに推進し、事業の効率性やその効果も高いと判断されました。

問題 ・課題点としては、「資料の収集 ・保管方法等の整備」において、展示や収

蔵スペースの確保及び資料の活用が図れるような整備を指摘されました。改善策と

しては、資料の取り扱い等のガイ ドラインを策定し、効率的な保管体制を確立しな

ければならないと考えております。「学校教育との連携」として、学校のカリキュラ

ムを検討し、教育現場との確 りとした調整を行い取 り組むことを指摘されました。
「七生丘陵の自然と歴史調査」において、郷土資料館全体の各種団体の活動成果を、

日野市の郷土史の貴重な財産として、印刷物にすることや情報発信を行っていくベ

き点を教示いただきました。

なお、全体を通し、郷土資料館としては、①本来の使命である 「歴史 ・民俗 ・自

然等の資料の収集 ・保管」に関し、平成 27年度に資料の取り扱い及び 「寄贈」「寄

託」のガイドラインを作成し、限りある保管スペース等の効率的な利用等を日野市

全体の文化財担当者と協議 ・調整を図り対応していきます。②市内文化財の収集 ・

保管等において、代替わり、土地区画整理の進展に対応した、緊急時の即対応の体

制作りを構築していかなければならないと考えております。

以上の評価により、各種取り組みの問題点や課題点が明確になり、今後の方向性

や改善点が明示されました。今後この評価表を公表することにより、市民の方々及
び利用者からの寄せられた意見等を、真摯に受け止め平成 27年度の事業及び次年度

以降の事業計画に反映させ、利用される、されやすい郷土資料館を構築していきま

す。最後に、郷土資料館のテーマとして掲げた 「市民の方々が自ら、郷上の歴史を

誇らしく語る情報を発信し続ける」を目指し事業を展開してまいります。

郷土資料館の自己評価及び郷土資料館協議会委員の方々からいただいた意見等
は、次頁以降の評価表陥 1～ 11の通りです。
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7.郷 土資料館における類型別年間事業数と参加者数

※ 日野市事務報告書 平 成25年度及び平成26年度の数値を掲載しています。

事 業 名

事 業  数 参加者数合計

25年度 26年度 25年度 26年度

Э資料館まつり。どんど焼きなどのイベント 4
９

０ 1,008 1、172

の資料館展示及び施設見学など 2,215 3,071

Э特別展観覧者数及び関連事業 4 4 4,286
９

ち

④教育普及事業:体験学習会 ９
０

９
０

ｎ
ｕ

９
０ 416 428

③教育普及事業:講座 706 542

③調査事業 (真慈悲寺)
９

０
９
０

ｎ
Ｊ 725 1,202

Э調査事業 (勝五部生まれ変わり物語)
Ｒ

Ｕ
ｎ
ｕ

刀
生 855 957

③調査事業 (七生丘陵) ９
乙

Ｑ
０ 882 ９

０
刀
生

③調査事業 (古文書) ９
０

７
！

ｎ
ｕ

０
０ 590

食

Ｕ

①出張事業 刀
■

９
乙

９
０

０
乙 5,882 1,408

Э民具修理等ボランティア 41 46
∩
υ

ハ
口 計 454 412 17,684 12,562



8. 日 野市郷土資料館の運営状況の評価実施要綱

平成 21年 3月 31日 制定

(目的)

第 1条  こ の要綱は、博物館法 (昭和 26年 法律第 285号 )第 9条 の規定す

る、日野市郷土資料館の運営の状況に関する評価の実施に関し、必要な事項

を定めるものとするも

(点検及び評価の対象)

第 2条  日 野市郷土資料館 (以下 「資料館」という。)は 、毎年 1回 、資料館の

運営状況について評価を行 う。

(評価の方法)

第 3条  資 料館は、資料館協議会の意見を聞きながら、評価を行 うものとする。

(教育委員会への報告書の提出)

第 4条  資 料館は、評価に関する報告書を毎年度作成 し、教育委員会に提出す

る。

(評価結果の公表)

第 5条  資 料館は、評価の結果を市民に公表する。

(評価結果の活用)

第 6条  資 料館は、評価の結果に基づき、その運営の改善に努めるものとする。

(庶務)

第 7条  評 価に関する庶務は、資料館資料館係において処理する。

(委任)

第 8条  こ の要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、

資料館長が別に定める。

付 則

この要綱は、平成 21年 4月 1日 から施行する



9    第 5期 日野市郷土資料館協議会委員

《郷土資料館協議会委員名簿》

任期    自   平 成 26年  3月  4日

至   平 成 28年  3月  3日

番 号 氏 名 選 出区分 期

1 上 野  さ だ子
社会教育 の関係者

(歴史 ・古文書研 究 )
庁
Ｄ

2 小林  和 男
社会教育 の関係者

(農業体験指導 ・考古学)
庁
Э

つ
０ 杉浦 忠 機

社会教育 の関係者

(自然環境体験指導 )
庁
Ｄ

4 松川 正 樹
学識経験者

(古生物研究)
庁
Ｄ

5 今尾 恵 介
学識経験者

(まちの歴史 ・地 図解読 )
庁
Ｄ

6 秋 山 譲 児
学校教育 の関係者

(平山中学校長)
5

7

岡部  君 夫

学校教育 の関係者 (滝合小学校長)

(平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日)

1

池 田 泰 章
学校教育 の関係者 (仲田小学校長)

(平成 27年 4月 1日 よ り)
1

8 小杉 博 司
学識経験者

(郷土教育)
1

9 都   美 里 公 募 市 民 1

ｎ
ｕ 山 口 久 夫 公募市民 1



平成27年 度日野市郷土資料館の

運営の状況に関する評価書

(平成 26年 度事業)

平成 27年 9月

野 市 郷 土 資 料 館

〒191-0042

東京都 日野市程久保 550番 地

電話  042-592-0981

FAX 042丁 594-1915


